





















松　井　道　昭  ・  横　堀　惠　一
1 パリは、晴。漫游日誌には、この日、石油製品倉庫が 2 時間に渡る火災で焼
失した（9 月 29 日付 le Figaro）ことが記載されている。
2 9 月 27 日付官報。
3 この後に、全ての市長選挙と制憲議会を中止、延期する旨宣言が付され、そ
の内容の国防政府令が掲載されている。



























































12 30 日付官報。9 月 29 日告示。
13 同上。
14 パリは、晴。

























18 10 月 1 日付官報。
19 パリは、晴。
20 30 日付 le Gaulois は、トゥル陥落のニュースが株の取引所に入り、混乱が起
きたことを報じている。
21 政府発表は 10 月 2 日付ガンベッタ内務大臣の発表（3 日付官報掲載）。
22 パリは、晴。



























26 パリは、晴。漫游日誌では、この日が旧暦 9 月 9 日の重陽の節句に当たるので、

































































32 ヴィクトリア女王。娘のヴィクトリアがヴィルヘルム 1 世の息子（後のフリー
ドリヒ 3 世）と結婚していた。
33 6 日付 Journal des débats の l’Electeur Libre の引用記事。
34 パリは、晴。



























38 ガンベッタが気球に乗ったのは、10 月 7 日である。この日気球は 3 台上げら
れ、ガンベッタの乗った気球アルマン・バルベ号は、98km 飛行し、オワス県エ
ピニューズに達した。2 台目のジョルジュ ･ サンド号は、120km 飛行し、ソン































42 8 日付官報は、7 日付と発表するが、このような可能性はある。





























47 9 日付 le Journal des débats
48 11 日付 le Journal débat は la Vérité 記事を引用し、天津での虐殺事件以降の英
国での緊張感の高まりを伝えている。



























































































































































64 15 日付官報（誤って 13 日付と記載）に 11 日 11 時から午後 5 時まで普側の
申入れにより、戦死者収容のための休戦があった。

























66 18 日付 le Temps
67 パリは、曇、小雨。
68 17 日付 le Journal des débats 引用の la Vérité。同記事は、この原本が普軍の手
に落ちたとする。
69 同上。
70 16 日付官報引用の Daily News。
71 18 日付 le Temps 再引用の la Vérité 引用の 11 日付 le Nouvelliste de Rouen。た

























































































82 16 日付官報掲載の消費者への 10 時半以降の使用停止のパリ市長要請文。
83 パリは、晴。



























































































93 1 両は、4 分と 16 朱に等しい。
94 パリは、雨。
95 23 日付官報。



























101 パリは、曇、夕方雨。夜明け 5 時、日没 5 時半。気温摂氏 5 度。
102 この日、植物園附属の動物園のヤク、シマウマなどの動物が、初めて、屠殺
業者に売られる。































































114 11 月 2 日付 Journal des débats

























117 28 日付官報によれば、フェリクス・ピヤの le Combat のバゼイヌがナポレオ
ン 3 世の名により、メッスの降伏と和平のために申し出た旨の記事を指し、官
報はこの報道を無責任と非難する。
118 27 日付 le Temps 引用の Vérité 及び le Temps 記事によれば、従来仏政府が中
立国民の立ち退きに消極的であったが、ウォッシュバーン米公使がビスマルク
と交渉し、ビスマルクの許可証を得た中立国民が退去できるようになった。
119 27 日付 le Temps には、26 日の気球打上の記事がなく、28 日付同紙には、27
日朝の気球打上げが報じられている。
120 パリは、雨。




























































































133 2 日付 le Figaro は、4 から 5 千人としている。

























135 上記 le Figaro 記事によれば、群衆は、｢休戦反対。共和国万歳、死ぬまで抵
抗｣ と書いた紙を掲げ、ティエールを倒せ、などと叫んだとされる。
136 2 日付 le Temps 引用の le Moniteur 記事。
137 10 月 28 日から 30 日にかけての戦闘で、普軍からいったん奪還したが、再






























































139 11 月 1 日付 le Journal des débats



























141 2 日付 le Temps 引用の la Liberté は、4 ヵ国が仏国に講和交渉を行う権限を持
つ通常の政府を構成させるために、休戦させるという案を提示した、とする。
142 パリは、晴。






























148 フルーランス以下 8 名である。巻の 6 参照。
149 2 日付官報。
150 本稿では、著者渡正元の原文に即し、現代語訳を進めた結果、現在では、差
別表現と受け止められる可能性のある表現が残る可能性があるが、それは、原
著者も訳者も意図しないことである。
